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中
林
大
吉
、
友
近
洋
子
、
渡
辺
清
、
若
村
勝
昭
、
佐
藤
金
治
、

小
池
述
史
、
馬
場
清
士
、
涌
井
良
明
、
鈴
木
政
三
、
井
上
輝

次(

Ｇ)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 

一
〇 

名 

費 
 
 
 

用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

約
三
八
〇
〇
〇
円 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

一
日
目 

新
宿
Ｂ
Ｔ(

一
一
時
五
〇
分)
松
本
Ｂ
Ｔ(

一
四
時
五

五
分)

Ｊ
Ｒ
松
本
駅(

一
五
時
十
二
分)
穂
高
駅(

十
五

時
四
七
分)

民
宿 

友(

一
四
時)  
泊 

二
日
目 

民
宿 

友(

六
時
二
〇
分
タ
ク
シ
ー)

登
山
口(
六
時

四
五
分)

ヒ
エ
平(

七
時
二
五
分
〜
七
時
三
五
分)

山
の
神(

七
時
五
〇
分)

大
滝
ベ
ン
チ(

八
時
三
〇

分
〜
八
時
四
〇
分)

最
後
の
水
場(

十
一
時
二
〇

分)

常
念
小
屋(

一
二
時
二
〇
分)  

泊 

 
 
 
 
 
 
 

三
日
目 

常
念
小
屋(

六
時
四
五
分)

常
念
岳(

八
時
三
〇
分
〜

九
時
三
〇
分)

Ｐ
２
５
９
２(

十
二
時
〜
十
二
時
三
〇
分 

昼
食)

蝶
槍(

一
三
時
四
五
分
〜
一
四
時)

蝶
ヶ
岳
ヒ
ュ

ッ
テ(

一
五
時)  

泊 

 
 
 
 
 
 
 

四
日
目 

蝶
ヶ
岳
ヒ
ュ
ッ
テ(

七
時)

ま
め
う
ち
だ
い
ら(

八
時

三
〇
分
〜
八
時
四
〇
分)

力
水(

九
時
二
〇
分)

三
股

(

九
時
四
〇
分)

登
山
口(

一
〇
時
一
〇
分
タ
ク
シ
ー)

ホ
リ
デ
ー
湯(

一
〇
時
三
〇
分
〜
十
三
時
二
〇
分
タ

ク
シ
ー)

豊
科
駅( 

十
三
時
四
〇
分
〜
十
三
時
分)) 

連
日
の
猛
暑
の
中
、
新
宿
Ｂ
Ｔ
を
予
定
通
り
出
発
し
た
。
途
中
、
双
葉
Ｓ

Ａ
で
休
憩
し
予
定
通
り
松
本
Ｂ
Ｔ
に
到
着
。
松
本
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
乗
換
え
穂
高

に
到
着
、
都
内
の
蒸
し
暑
さ
は
何
処
へ
や
ら
、
爽
や
か
な
風
の
中
民
宿
へ
落

ち
着
い
た
。
サ
ー
ビ
ス
満
点
の
民
宿
で
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
た
夕
食
と
な

っ
た
。 

 二
日
目
、
快
晴
の
中
、
タ
ク
シ
ー
で
安
曇
野
の
田
園
風
景

を
見
な
が
ら
、
登
山
口
へ
向
か
っ
た
。
ヒ
エ
平
か
ら
一
ノ

沢
の
左
岸
を
、
き
つ
い
登
り
も
な
く
た
ん
た
ん
と
登
る
。

中
間
地
点
あ
た
り
の
笠
原
を
過
ぎ
る
と
、
胸
突
八
丁
の
高



巻
道
に
入
り
、
踏
み
外
し
に
注
意
し
な
が
ら
急
坂
を
登
り
き
る
と
、
最
後
の

水
場
で
多
く
の
登
山
者
が
休
ん
で
い
た
。 

水
場
か
ら
常
念
乗
越
ま
で
は
、
樹
林
帯
の
急
坂
が
続
き
、

一
時
間
ほ
ど
で
常
念
小
屋
が
建
つ
常
念
乗
越
に
着
く
と

間
近
に
横
道
岳
が
見
え
る
。
正
面
に
槍
穂
連
峰
の
雄
姿
が

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
、
感
激
の
瞬
間
だ
。 

 

 

三
日
目
、
快
晴
、
ご
来
光
と
朝
焼
け
の
槍
穂
連
峰
を
見

な
が
ら
、
ガ
レ
た
岩
の
道
を
切
り
か
え
し
な
が
ら
高
度
を

稼
ぐ
、
前
常
念
へ
の
分
岐
を
過
ぎ
る

と
常
念
山
頂
だ
、
３
６
０
度
の
展
望

が
素
晴
ら
し
い
。
槍
穂
は
勿
論
の
こ

と
遠
く
御
嶽
山
、
乗
鞍
岳
、
白
山
ま

た
剱
岳
、
立
山
連
峰
、
鹿
島
槍
、
富
士
山
、
南
ア
、
八
ケ

岳
連
峰
と
嬉
し
い
悲
鳴
！ 

常
念
か
ら
ガ
レ
た
道
を
下
り
、
樹
林
帯
に
入
り
、
稜
線
を
緩
や
か
に
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
す
る
。
小
さ
な
地
糖
を
過
ぎ
、
急
坂
を
登
り
返
し
稜
線
を
つ
め
る
と

蝶
槍
だ
。
広
い
稜
線
を
し
ば
ら
く
行
く
と
蝶
ヶ
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
が
建
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
前
穂
、
奥
穂
、
涸
沢
岳
、
北
穂
の
四
つ
の
ピ
ー
ク
並
ん
で
見
え

る
。
夕
日
と
満
天
の
星
空
、
ご
来
光
と
朝
焼
け
の
穂
高
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
。 

 

四
日
目
、
分
岐
か
ら
三
股
へ
樹
林
帯
の
中
、
急
坂
を
下
る
。

少
し
下
り
が
緩
く
な
る
と
ま
め
う
ち
だ
い
ら
に
着
く
が
、

ふ
た
た
び
急
坂
に
な
り
、
し
ば
ら
く
行
く
と
力
水
に
着

く
。
そ
こ
か
ら
本
沢
の
左
岸
を
下
り
、
前
常
念
岳
へ
の

分
岐
を
過
ぎ
る
と
林
道
に
出
る
。 

予
約
し
て
お
い
た
タ
ク
シ
ー
で
、
ホ
リ
デ
ー
湯
に
向
か

い
３
時
間
程
ゆ
っ
く
り
休
息
し
て
豊
科
駅
に
向
か
っ
た
。

天
気
に
恵
ま
れ
、
展
望
に
恵
ま
れ
、
の
ん
び
り
、
湯
っ

く
り
過
ご
し
た
最
高
の
四
日
間
で
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
記･

馬
場 

清
士
） 


